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 作業部会1（理解と普及） 委員のご紹介



神森 勉（かみもり つとむ） 

● 株式会社KDDIウェブコミュニケーションズ 

○ コミュニケーション本部  本部長 兼 コーポレートカルチャー推進室  室長 

○ デザイン室を含むコーポレートコミュニケーション部門の責任者 

● 提供サービス 

○ レンタルサーバー  CPI、ホームページ作成サービス  Jimdo、

クラウド電話 APIサービス  Twilio、次世代ブログサービス  g.o.a.t、

クラウドデザイン作成サービス  Canva、オリジナルギフトサービス  キッズコレッチオ



守谷 絵美（もりや えみ） 

● ChatWork株式会社 

○ デザイン部  デザイナー（ UI、サイト、広告、ノベルティ等）

○ 社内でアクセシビリティ対応の体制整備中 

● チャットワーク 

○ 導入企業150,000社以上のビジネスチャット

（※2017年9月末時点） 

○ メッセージ機能のほか、タスク管理、

ファイル共有、ビデオ通話が可能 

○ 世界205の国・地域で導入
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自己紹介

富士ゼロックス株式会社

　エンタープライズドキュメントソリューション事業本部　開発統括　システム開発部

　四方田正夫（よもだまさお）

• 1989年 富士ゼロックス入社 

‒ サービスソフトウェア、プリンター /複合機の組込みソフトウェアの開発を担当 

• 2001年～2005年 ユニバーサルデザイン推進チームに異動 

‒ 商品でのソフトウェア開発における  Section508 解釈 / 対応推進を担当 

• 2006年～ 商品開発推進部門に異動 

‒ プリンター /複合機の組込みソフトウェアの開発推進を担当 

‒ 兼務にて  ソフトウェア開発分野でのアクセシビリティ対応推進を支援 

• 2014年～ ウェブアクセシビリティ基盤委員会 作業部会委員

～2015年　作業部会３（試験） 

2016年　　作業部会２（実装）、作業部会４（翻訳） 

2017年～　作業部会１（理解と普及）、作業部会４（翻訳） 



矢田 由紀（やた ゆき） 

● 日本電気株式会社（NEC）　主任 

○ 2001年～：  NECWebサイト企画運営、 NECグループ社内ポータル Webサイト企画運営 

○ 2007年～：社内広報 

○ 2013年～：再びNECWebサイト企画運営 

■ Webアクセシビリティ /UX 

■ Webガバナンス（ NECグループ Webサイト） 

■ BtoBインバウンドマーケティング 

○ 2015年4月～：NECWebサイト企画運営の業務移管に伴い、 

NECマネジメントパートナー株式会社へ出向中、現職 

● HCD-Net認定 人間中心設計専門家



伊原 力也（いはら りきや） 

● freee株式会社  
○ インフォメーションアーキテクト  /  UXデザイナー 

● ウェブアクセシビリティ関連の書籍執筆、監訳 

● HCD-Net 評議委員 / 認定人間中心設計専門家 

● IAUD 移動空間研究プロジェクト 副主査



本日の流れ 

● 問1：アクセシビリティ、必要性をどう考えたか 

● 問2：アクセシビリティ、どんなことに取り組むか 

● 問3：アクセシビリティ、社内でどうやっていくか



   
　アクセシビリティ、

問 1 必要性をどう考えたか



KWC 神森氏の場合 

● 直接的な狙いは「働き方改革に伴う採用」 

● 企業にとってアクセシビリティの確保は、

顧客との接点を増やすこと 

● 企業にとってウェブサイトは投資である 

● 特にKWCは、そのプロダクトから、

自社ウェブを頑張るのは必須



ChatWork 守谷氏の場合 

● 「世界の働き方を変える」には

「誰もが使えるもの」でなくてはいけない 

● グローバル展開をする中で、

訴訟問題のリスクを減らすため



NEC 矢田氏の視点 

● NECグループでは、 グループビジョンに掲げられた

「人と地球にやさしい情報社会」の実現に向けて、

社会ソリューション事業領域で社会価値創造型企業を目指している。 

● これに基づき、 PCの初心者や高齢者、

スクリーンリーダーを利用される方等がより多くのユーザーが

製品・サービス・ソリューションを利用できるように、

アクセシビリティへ配慮した製品、システム、ウェブサイトの

構築等に取り組んでいる。

 NEC



http://jpn.nec.com/profile/corp/necway/what.html 

http://jpn.nec.com/profile/corp/necway/what.html


   
　アクセシビリティ、

問 2 どんなことに取り組むか



アクセシビリティ＝決まりを守ること？



ChatWork 守谷氏の場合 

● チャットを通して業務効率化支援







● 世界が “あたり前 ” に使うITサービスを創る 

● 用途を転換できる例： Twilio 

KWC 神森氏の場合
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商品での取り組み  http://www.fujixerox.co.jp/company/social/ud/product.html より 

• アクセシビリティ配慮製品紹介シート 

‒ 事務機器における高齢者・障がい者への配慮点を紹介。

一般社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会のテクニカルレポート JBMIA-TR-15に則っている。 

• ユニバーサルデザインブック 

‒ 当社商品でのユニバーサルデザインを、わかりやすい冊子にまとめ紹介。

複合機では機種対応表も紹介している。

富士ゼロックスにおける商品での取り組み

ウェブ同様、障害者を支援する技術との組み合わせで対応 

Windowsは、米国マイクロソフトコーポレーションの米国および、そ
の他の国における登録商標です。

http://www.fujixerox.co.jp/company/social/ud/product.html


NEC 矢田氏の視点 

● ユニバーサルフォント作成のモチベーションはどこに？ 

○ 社会のIT化の進展に伴い、デジタルデバイドの拡大が懸念されており、

情報機器においても、できるだけ多くの人が快適に利用できるように

配慮する「ユニバーサルデザイン」へのニーズが高まっている。 

○ 情報伝達の多くがテキスト情報を通じてなされる以上、

それを具象化する基礎であるフォントがユニバーサルデザインを

配慮することは非常に重要。 

○ そこで、われわれは情報機器、特に表示機器でのテキスト表示に

最適化したフォントとして、 UDフォントの開発に取り組んできた。



http://jpn.nec.com/font/ud/　http://jpn.nec.com/design/case/udfont.html

ユニバーサルデザインフォント（ NEC） 

● 誰もが「見やすく」「読みやすい」、組込み機器用のフォント 

○ 可読性、表示適性、視認性、識別性に配慮  
○ 人間中心設計の手法を用いて開発　 

● ユニバーサルデザインフォントとして、使いやすい 3書体を提供 

● 携帯電話やデジタル家電、車載機器、産業機器など導入実績多数あり

http://jpn.nec.com/font/ud/
http://jpn.nec.com/design/case/udfont.html


可読性（文章・文字列としての読みやすさ）

漢字、英文字、かな文字の高さを最適化し、

文字列のガタツキを少なくすることで読みやすさが向上。



表示適性（表示デバイス上での再現性の高さ）

曲線部分をシンプルな線で表現することにより、ガタツキを防止し、

表示デバイス上でのデザインの再現性を確保。



視認性（１つの文字を明確に視認できる、見やすさ・明らかさ） 

● 漢字のアシ（横線から下に突き出している部分）を

なくしてすっきりと表現。 

● ふところ（文字の内側の空間）を広くとり、数字の 3や8、
英字のエスやシーがクリアに見えるよう表現。



識別性（他の文字と判別でき、誤認しないわかりやすさ）

形状を混同しやすい数字の 1、大文字のアイと小文字のエル、

縦線などを明確に区別



アクセシビリティを広義にとらえる 

● 「アクセスできる人を増やす」にはいろんな方向性があり得る 

○ ガイドラインは大事だが、

根本的に解決すべきデバイドはもっと広範囲にある 

○ デバイドを解決する  → アクセシブルにするという考え方 

● 多くの人の仕事や生活が変わるには？ 

○ 多くの人をターゲットにする製品やサービスを作る 

○ それを、さらに一歩推し進めてアクセシブルにする



   
　アクセシビリティ、

問 3 社内でどうやっていくか



KWC 神森氏の場合 

● 元々自社ガイドラインを作り制作をしてきた 

○ ガイドラインが無くても制作できるところへ依頼 

● ある程度トップダウンで、

必要なところにはお金をかけてきた 

○ 投資やブランディングの観点 

○ ガイドライン整備 

● ボトムアップ（現場からの吸い上げ）は

時間がかかる 

○ 直接的な効果に目を奪われがちだから



ChatWork 守谷氏の場合 

● 会社の理念につなげてアクセシビリティ方針を設定 
○ すでにあるワークフローに無理なくアクセシビリティ対応を含める 

● 社内勉強会など開催（職種により、話の角度を工夫して共有）



NECでの取り組み 

● アクセシビリティチェックはどのように動いているのか 

○ アクセシビリティ推進部門が、各製品事業部門と連携して、

アクセシビリティの対応方法について戦略を策定。 

○ NECの日本国内向けコーポレートサイトの場合は、

ガイドラインの整備、アクセシビリティ教育、ウェブ運営体制 3つの対応を中心に、

アクセシビリティの確保・向上に取り組んでいる。



  

 

スライド「 NECグループの JIS X 8341-3:2010対応での課題」（PDF） 

P.7～ 社内運営体制

http://waic.jp/seminar/ceatec2015/media/20151008_session2_masui.pdf


最後にひとこと



ありがとうございました




